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C++ 



Bjarne Stroustrup 
 “C with Objects”（1979） 

 Simula と Ada にならって
モデル化されたOO 
○ しかし、構文と RTL は C に
基づいている 

 クラス 
 継承 
 インライン化 
 デフォルト引数  
 型チェック 
 Cfront コンパイラ 
  

   
 

 







C++ 小史 



C++11： 新しい標準規格 
言語 

 右辺値参照と移動コンストラクタ 
 constexpr：一般化された定数式 
 コア言語の使いやすさの向上 
 初期化リスト 
 一様な初期化 
 型推論 
 範囲ベースの for ループ 
 ラムダ関数およびラムダ式 
 関数の代替構文 
 オブジェクト生成の改善 
 明示的オーバーライドと final 
 null ポインタ定数 
 厳密に型指定された列挙型 
 右山かっこ 
 明示的な変換演算子 
 エイリアス テンプレート 
 無制限共用体 

ライブラリ 
 可変個引数テンプレート 
 新しい文字列リテラル 
 ユーザー定義リテラル 
 マルチスレッド メモリ モデル 
 スレッド ローカル ストレージ 
 明示的にデフォルト定義された/明示的に

削除された特殊なメンバ関数 
 long long int 型 
 静的アサーション 
 明示的なオブジェクトがなくてもクラスのメン

バに sizeof を適用可能 
 コントロール オブジェクトとクエリ オブジェクト

のアラインメント 
 ガベージ コレクションによって回収される実

装が可能 
 スレッド機能 
 タプル型 
 ハッシュ テーブル 
 正規表現 
 汎用スマート ポインタ 
 拡張可能な乱数機能 
 ラッパー参照 
 関数オブジェクトの多態ラッパー 
 メタプログラミング用の型特性 

 



Windows 用 64 ビット C++Builder 

 VCL および FireMonkey 
 

 Dinkumware STL（C++11/C99 用）  
 

 Boost 1.5  
 

 高度に最適化されたコード生成 



将来のためのアーキテクチャ 
RAD（Rapid Application Development） マルチデバイス 

ARM 

INTEL PME & RTTI 

IRエンジン 

コード生成 
エンジン 

言語 
エンジン 

標準 互換性 ライブラリ 
C99, C++98, C++11 Borland C++ 

C++Builder, CLANG STL, Boost, Loki, ACE 



VCL および FireMonkey 

VCL 
 32 ビットおよび 64 ビット 

Windows アプリケーション 
 Windows 8 Metropolis UI 
 非クライアント領域のスタイ

ル設定 
 センサ API 

FireMonkey 
 32 ビットおよび 64 ビット 

Windows アプリケーション 
 Windows 8 Metropolis UI 
 Mountain Lion および 

Retina 
 Mac OS X の App Store と

互換 
 センサ API および非クライ

アント領域のスタイル設定 
 



C++11 
 言語  

 auto 
 範囲ベースの for ループ 
 ラムダ式 
 一様な初期化構文 
 可変個引数テンプレート 
 右辺値参照 
 委譲コンストラクタ 
 スレッド ローカル ストレー

ジ 
 メンバのクラス内初期化 
 その他多数 

 ライブラリ 
 乱数ジェネレータ 
 新しい自動ポインタと共有

ポインタ 
 ハッシュ マップ 
 アトミック演算 
 正規表現 
 非同期 
 スレッド 
 メタプログラミングと特性 
 その他多数 

 



Boost 1.5 
 大半の新しいユーティリティ

は Boost で初めて導入され
たもの 

 ユーザーが増えるにつれて、
言語や STL に取り入れられる
ようになる 

 boost::bind ：ラムダ式バイン
ディング 

 boost::for_each：範囲ベース
の for ループ 

 

 



一般向けリリース  
 12 月 10 日からダウンロード開始 

 
 XE3 ユーザーは再インストールが必要 

 
 XE3 とバイナリ互換 
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